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約
４
０
０
年
の

歴
史
を
誇
る
祭
り

▲三
さん

明
めい

　（上野福居町）
▲紫

し
鱗
りん

　（上野魚町）
▲其

き
神
しん

山
ざん

・葵
あおい

鉾
ぼこ

　（上野中町）
▲鉄

てつ
英
えい

剣
けん

鉾
ぼこ

　（上野向島町）
▲桐

きり
本
もと

　（上野東町）

　

上
野
天
神
祭
は
、
上
野
天
神
宮
（
菅
原

神
社
）
の
秋
の
祭
礼
で
、
神み

こ
し輿

の
お
供
と

し
て
、
仮
装
の
渡
し
物
で
あ
る
鬼
行
列
と

京
都
祇ぎ

お
ん園
祭
の
鉾
形
態
を
取
り
入
れ
た
絢け

ん

爛ら
ん

豪
華
な
楼だ

ん
じ
り車
が
巡
行
す
る
、
約
４
０
０

年
の
歴
史
を
誇
る
祭
り
で
す
。

　

楼
車
は
、
９
つ
の
町
（
写
真
の
説
明
参

照
）
が
そ
れ
ぞ
れ
１
基
を
所
有
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
３
基
は
、
毎
年
２
回
交
代
で
だ

ん
じ
り
会
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
も
数
少
な
い
と
さ
れ

る
鬼
行
列
は
、上
野
相
生
町・上
野
紺
屋
町・

上
野
三
之
西
町
・
上
野
徳
居
町
の
４
町
に

よ
っ
て
そ
の
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
き
ま

し
た
。
面
の
一
部
は
、
県
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
上
野
天
神
祭
の
ダ
ン
ジ
リ
行
事
」

を
含
む
、
全
国
で
33
件
の「
山
・
鉾ほ

こ
・

屋
台
行
事
」
が
、
国
連
教
育
科
学
文
化

機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ダ
ン
ジ
リ
行
事
の
歴
史
と

ユ
ネ
ス
コ
登
録
の
経
緯
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

《絢爛豪華な９基の楼車》

写真 ①本祭の楼
だんじり

車巡行 ②楼車宵山曳
えい

行
こう

 ③ひょろつき鬼 ④悪
あく

鬼
き

 ⑤大
おお

御
ご

幣
へい

 ⑥鎮
ちん

西
ぜい

八郎為朝 

①

②⑥

③

「
上
野
天
神
祭
の
ダ
ン
ジ
リ
行
事
」が

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
登
録
決
定

④

⑤
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藤
堂
高
次
の
時
代
に
復
活

登
録
ま
で
の
道
の
り

形
の
な
い
も
の
を

守
り
続
け
て
い
く
た
め
に

地
域
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
へ

【
問
い
合
わ
せ
】　

○
文
化
財
課

　
☎
47
・
１
２
８
５　
ＦＡＸ
47
・
１
２
９
０

○
文
化
交
流
課

　
☎
22
・
９
６
２
１　
ＦＡＸ
22
・
９
６
９
４ ▲花

か
冠
かん

　（上野西町）
▲二

に
東
とう

・月
つき

鉾
ほこ

　（上野鍛冶町）
▲薙

なぎ
刀
なた

鉾
ぼこ

　（上野新町）
▲小

こ
簑
みの

山
やま

　（上野小玉町）

◆
上
野
天
神
祭
の
ダ
ン
ジ
リ
行
事
に
携

　

わ
る
上
野
文
化
美
術
保
存
会
長
の
八

　

尾
光
祐
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

　

登
録
が
決
定
し
た
と
き
、
長
年
望
ん

で
い
た
こ
と
が
実
現
し
た
嬉
し
さ
か
ら

「
や
っ
た
！
」
と
い
う
一
言
に
尽
き
る

心
境
で
し
た
。

　

平
成
16
年
頃
か
ら
祭
り
に
携
わ
り
、

鬼
を
持
つ
町
と
楼
車
を
持
つ
町
が
一
体
で

あ
る
こ
と
を
大
事
に
し
た
い
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
の
一
番
の
課
題
は
、
担
い

手
不
足
で
す
。
呼
び
か
け
な
ど
の
か
い

も
あ
っ
て
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、
他
の

地
域
か
ら
も
お
手
伝
い
に
来
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
祭
り
に
携

わ
る
人
と
そ
れ
以
外
の
人
と
の
間
に
今

だ
に
壁
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
鬼
行
列
や
楼
車
な
ど

の
ダ
ン
ジ
リ
行
事
を
も
っ
と
知
っ
て
い

た
だ
き
、
積
極
的
に
担
い
手
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
に
誇
れ
る
忍
者
な
ど
の

資
産
と
共
に
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
と
な
っ
た
上
野
天
神
祭
を
見
に
、
大

勢
の
人
に
伊
賀
市
に
お
越
し
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
特
別
企
画
展

　
「
上
野
天
神
祭
の
ダ
ン
ジ
リ
行
事
」

　

今
回
の
登
録
を
記
念
し
た
企
画
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

《
期　
間
》　
１
月
29
日
㈰
ま
で

《
と
こ
ろ
》　
上
野
歴
史
民
俗
資
料
館　

　

上
野
天
神
祭
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
そ

の
実
施
が
途
切
れ
て
い
た
も
の
が
、
藤
堂

高
次
の
治
世
で
あ
る
万
治
３
年（
１
６
６
０
）

９
月
に
復
活
し
た
こ
と
が
、
藤
堂
藩
の
公

式
記
録
『
宗
国
史
』
や
『
永
保
記
事
略
』

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
は
、
鬼
行
列

が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
元
禄

３
年（
１
６
９
０
）頃
に
役

え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

行
者
の
行
列
が
、

寛
政
10
年
（
１
７
９
８
）
頃
に
鎮
西
八
郎

為
朝
の
行
列
が
始
ま
り
、
文
化
・
文
政
時

代
（
１
８
０
４
〜
１
８
３
０
）
に
は
現
在

の
形
態
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
「
上
野
天
神
祭
の
ダ
ン
ジ
リ
行
事
」
は
、

類
例
の
少
な
い
貴
重
な
行
事
と
し
て
、
昭

和
31
年
（
１
９
５
６
）
５
月
２
日
に
三
重

県
無
形
文
化
財
に
、そ
し
て
、平
成
14
年（
２

０
０
２
）
２
月
12
日
に
は
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
平
成
26
年
（
２
０
１
４
）
３
月
、

「
山
・
鉾
・
屋
台
」
の
巡
行
を
中
心
と
し
た

全
国
33
の
祭
礼
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
日

本
政
府
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
に
登
録
の
提
案
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
（
２
０
１
５
）
３
月
の
再
提

案
を
経
て
、
昨
年
10
月
31
日
に
ユ
ネ
ス
コ

評
価
機
関
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

へ
の
登
録
（
代
表
一
覧
へ
の
記
載
）
が
適

当
と
い
う
勧
告
が
発
表
さ
れ
、
11
月
30
日

（
日
本
時
間
の
12
月
１
日
）
に
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
保
護
条
約
第
11
回
政
府
間
委

員
会
で
登
録
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

無
形
文
化
遺
産
は
、
芸
能
や
祭
り
、
伝

統
工
芸
技
術
な
ど
の
無
形
の
も
の
（
無
形

文
化
財
）
を
保
護
し
、
未
来
に
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
登
録
さ
れ
た
「
山
・
鉾
・
屋
台
行

事
」
に
は
、
県
内
で
は
伊
賀
市
の
ほ
か
に
、

桑
名
市
の
「
桑
名
石
取
祭
の
祭さ

い

車し
ゃ

行
事
」

と
四
日
市
市
の
「
鳥
出
神
社
の
鯨く

じ
ら

船ぶ
ね

行
事
」

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
登
録
に
よ
っ
て
、
伊
賀
に
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
文
化
が
、
日
本
国
内

は
も
と
よ
り
、
世
界
全
体
に
知
れ
わ
た
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
度
見

直
し
た
り
、よ
り
磨
き
を
か
け
て
い
く
き
っ

か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

▲上野文化美術保存
　会会長の八尾光祐
　さん

※
並
び
順
は
、
今
年
の
巡
行
順
で
す
。

▲役行者


